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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第13期

第２四半期連結
累計期間

第14期
第２四半期連結
累計期間

第13期

会計期間
自　平成23年10月１日
至　平成24年３月31日

自　平成24年10月１日
至　平成25年３月31日

自　平成23年10月１日
至　平成24年９月30日

売上高 (千円） 7,932,600 9,182,337 16,327,000

経常利益 (千円） 977,068 784,284 1,752,399

四半期（当期）純利益 (千円） 633,461 362,168 947,273

四半期包括利益又は包括利益 (千円） 661,002 426,570 984,021

純資産額 (千円） 3,993,486 4,224,375 4,224,194

総資産額 (千円） 9,270,264 12,214,935 9,667,010

１株当たり四半期（当期）純利益 (円） 32.11 18.20 47.91

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
(円） 29.93 15.89 44.38

自己資本比率 (％） 41.2 33.3 41.8

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円） 795,526 △230,918 1,836,143

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円） △165,032 △1,972,621 △894,164

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円） 17,007 2,067,107 △98,171

現金及び現金同等物の四半期末 

（期末）残高
(千円） 2,256,547 2,341,428 2,447,047

　

回次
第13期

第２四半期連結
会計期間

第14期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自　平成24年１月１日
至　平成24年３月31日

自　平成25年１月１日
至　平成25年３月31日

１株当たり四半期純利益 (円） 24.58 12.01

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含んでおりません。

３　当社は、平成23年10月１日付で株式１株につき300株の株式分割を、平成24年６月１日付で株式１株につき

２株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり

四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。
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２【事業の内容】

　当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、当社（株式会社ウェブクルー）、連結子会社22社より構成されてお

り、保険サービス、生活サービス、車関連、メディアレップ、フード、不動産、住宅関連を主たる事業としております。 

　当第２四半期連結累計期間における、各セグメントに係る主な事業内容の変更と主要な関係会社の異動は、概ね次の

とおりであります。

　

<保険サービス>　

　主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。

　

<生活サービス>

　主要な関係会社の異動は、平成24年10月より、BPOバンコク株式会社は重要性が増加したため、ネクストエナジー株式

会社は新規設立したため、連結子会社となりました。また、網洋信息諮詢（深?）有限公司は重要性が低下したため、

連結の範囲から除外しております。

　

<車関連>

　主要な関係会社の異動は、平成24年10月より、重要性が増加したことにより株式会社ウェブクルータイランドが連結

子会社となりました。

　

<メディアレップ>

　主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。

　

<フード>

　主要な関係会社の異動は、平成24年10月より、重要性が増加したことによりグレートアジアパワー株式会社が連結子

会社となりました。

　

<不動産>

　主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。

　

<住宅関連>

　主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。

　

<その他>

　主要な関係会社の異動は、平成24年10月より、重要性が増加したことによりアカウンティングポーター株式会社が連

結子会社となりました。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであり

ます。

　

(1）経営成績の分析

　当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、東日本大震災からの復興需要に加え、政権交代後に打ち出され

た経済政策・金融政策への期待感から、円安傾向の定着や株価の上昇、消費マインドの改善が顕著となってまいり

ました。しかしながら、欧米の緊縮財政の影響や中国をはじめとする新興国経済の減速など、経済環境は依然として

予断を許さない状況にありました。一方、インターネット関連業界におきましては、ブロードバンド契約数が平成24

年12月末現在5,359万契約（前年同月比42.1％増、総務省調べ）となり、スマートフォンの急速な普及を背景に大き

く契約数を伸ばしてまいりました。また、高速データ通信が可能な第三世代携帯電話加入契約数は平成25年３月末

現在１億3,172万契約となり、携帯電話加入契約全体の99.9％を占めております（電気通信事業者協会調べ）。さら

に携帯電話の通信速度の向上やスマートフォンの急速な普及に加えて、タブレット型ＰＣの利用も拡大しており、

消費者が時間や場所を選ばずウェブサイトを閲覧する機会が増加しています。 

　このような環境のなか、当社グループでは①前期下期業績の下振れ要因となったSEO対策、②資本・業務提携をし

たSBIグループとの提携推進、③サイトユーザーへのテレマーケティングの推進、④㈱保険見直し本舗のマスマーケ

ティング（テレビCM）によるブランディングの確立を平成25年９月期の重点目標として掲げ、事業を推進してまい

りました。㈱ウェブクルーの比較サイト事業では、大手検索エンジンのアルゴリズム変更への対応として、各サイト

の改修作業とコンテンツの再構築を昨年12月に完了しました。主要キーワードの検索結果順位は全体的に回復傾向

にあるものの、当初の想定よりも遅れており、主力サービスの繁忙期にあたる第２四半期においては、広告費を積み

増し集客数の増強を図りました。その結果、事業全体のサイト利用者累計数は平成25年3月31日時点で897万人（前

年同期比104万人増）を超えました。また、平成24年10月には、自動車保険分野でのリアル展開と広告市場における

比較優位確保を目指し、SBIホールディングス㈱と資本・業務提携契約を締結、両グループ間の連携を開始しまし

た。ダイレクトマーケティング事業については、東京都渋谷区とタイ・バンコクのコールセンター人員を拡充し、自

社サイト利用者への太陽光発電システム販売、インターネット回線の販売、㈱保険見直し本舗のご案内に注力して

います。㈱保険見直し本舗では昨年11月からテレビCMの放映を開始、第三者機関によるCM好感度でも上位を獲得し、

第２四半期からは相談件数の大幅な増加が見られました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高9,182,337千円（前年同期比15.8％増）、営業利益

755,509千円（前年同期比24.4％減）、経常利益784,284千円（前年同期比19.7％減）、四半期純利益362,168千円

（前年同期比42.8％減）となりました。

　

　各セグメントの業績は、次のとおりであります。

　　

①　保険サービス事業

　保険の一括見積もり・資料請求ウェブサイト「ズバット自動車保険比較」「保険スクエアbang！自動車保険」

では、第１四半期にSEO対策としてウェブサイトの大規模な改修を実施しました。主要キーワードの検索結果は回

復傾向にあるものの、第２四半期には引き続き広告費の積み増しを行い、収益性は低下しました。大型ショッピン

グモールを中心に展開している㈱保険見直し本舗は、第１四半期に出店した５店舗に加え、第２四半期において

「パセオ宇都宮店」「札幌イーアス店」「常盤平セブンタウン店」「上和田ピアゴ店」「盛岡クロステラス

店」を新規出店し、全国163店舗となりました。また、ブランド力の強化策として有名タレントを起用したテレビ

CMの放映を開始し、相談件数の大幅な増加が見られました。 

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は5,392,427千円（前年同期比7.5％増）、営業利益は

1,032,937千円（前年同期比14.3％減）となりました。
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②　生活サービス事業

　「ズバット引越し比較」「引越し比較.com」では、第１四半期においてSEO対策のためのウェブサイト改修、集

客チャネルの再構築、広告宣伝費の積み増しなどを図りました。主要サービスの繁忙期にあたる第２四半期にお

いても引き続きリスティング広告、提携媒体経由での集客を増強したため、収益性は低下しました。回線事業につ

いては、㈱ウェブクルーライトのもとで引き続き提携先の開拓に注力しました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は1,243,688千円（前年同期比7.7％増）、営業利益は102,761

千円（前年同期比71.0％減）となりました。

　

③　車関連事業

　「ズバット車買取比較」「車買取比較.com」「ズバット車販売」などウェブサービスについては、生活サービ

ス事業と同様に広告宣伝費を積み増し、集客数の増強を図りました。中古車輸出を手がける㈱アガスタは、アフリ

カ向け輸出が堅調に推移しました。また平成25年１月には㈱カーチスホールディングスと資本・業務提携契約を

結び、車関連事業での連携を開始しました。セグメント全体では、㈱アガスタの売上が寄与し前年対比大幅増収と

なった一方、比較サイト事業におけるサイトの再構築費用および集客費用がかさみ減益となりました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は1,397,157千円（前年同期比80.6％増）、営業利益は95,258

千円（前年同期比16.7％減）となりました。

　

④　メディアレップ事業

　㈱ウェブクルーエージェンシーは、引き続き新規クライアント、既存クライアントに対するウェブマーケティン

グ全般の提案拡大、ＤＢマーケティングの提案推進強化に努めました。 

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は1,259,088千円（前年同期比4.7％増）、営業利益25,672千円

（前年同期比668.0％増）となりました。

　

⑤　フード事業

　中国火鍋専門店の小肥羊は、引き続き集客力の強化、収益性向上に注力しました。年末年始、３月の宴会需要の取

り込みが奏功し、「新宿店」「銀座店」「関内店」「札幌店」「池袋西口店」が好調に推移しました。一方、新業

態の「あら焚き豚骨 あらとん」（ラーメン事業）における国内外での新店舗立ち上げなどが影響し、セグメン

ト全体では増収減益となりました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は594,127千円（前年同期比6.6％増）、営業利益72,762千円

（前年同期比21.7％減）となりました。

　

⑥　不動産事業

　不動産事業においては、引き続き沖縄県での不動産開発事業に注力しました。 

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は18,530千円（前年同期比48.6％減）、営業損失901千円（前

年同期は営業損失2,921千円）となりました。

　　

⑦　住宅関連事業

　平成24年10月に住宅ローンの一括審査申込サイトや不動産投資情報サイトなどの運営、住宅関連の相談業務、火

災保険の取り扱いなどの業務を再編し、㈱住宅本舗に集約しました。「ズバット住宅ローン」では、引き続き参加

金融機関の開拓とコンテンツ・機能の拡充に注力し、利用者数は堅調に推移しました。また、家づくり総合ポータ

ルサイト「持ち家計画」も、コンテンツ整備とプロモーション強化が奏功し、好調に推移しました。住宅相談業務

についても、エリア拡充と提携FPの開拓を強化し、相談件数を順調に伸ばしました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は107,708千円（前年同期比376.0％増）、営業利益6,518千円

（前年同期は営業損失3,600千円）となりました。

　　

⑧　その他

　㈱グランドエイジングは、ウェブ経由の集客に加え、地域福祉機関との連携による集客に注力し利用者は堅調に

推移いたしました。コマース部門では新たに管理医療機器の販売を開始いたしました。一方、海外における新規事

業への先行投資に伴い、セグメント全体では減収減益となりました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は221,933千円（前年同期比10.7％減）、営業損失3,024千円

（前年同期は営業損失1,328千円）となりました。
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(2）財政状態の分析

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は12,214,935千円となり、前期末に比べ2,547,924千円の増加となり

ました。これは主として、SBIグループとの資本・業務提携に伴うSBI損害保険株式会社の株式取得等により、投資有

価証券が1,610,065千円増加したこと、並びに受取手形及び売掛金が650,053千円、商品が305,720千円それぞれ増加

したためであります。 

　負債は7,990,559千円となり、前期末に比べ2,547,743千円の増加となりました。これは主として、SBIグループとの

資本・業務提携に伴うSBIホールディングス株式会社を引受先とする転換社債の発行等により、社債が1,447,000千

円増加したこと、並びに短期借入金が604,000千円、長期借入金が305,257千円ぞれぞれ増加したためであります。

　純資産は4,224,375千円となり、前期末に比べ181千円の増加となりました。これは主として、四半期純利益362,168

千円を計上したものの、自己株式の取得189,996千円及び配当金の支払198,126千円があったためであります。 

　

(3）キャッシュ・フローの状況の分析

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

105,619千円減少し、2,341,428千円となりました。各キャッシュ・フローの状況は次のとおりです。

 （営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果減少した資金は、230,918千円（前年同四半期は増加した資金が795,526千円）となりました。これ

は主に税金等調整前四半期純利益767,924千円を計上したものの、売上債権の増加額648,022千円、たな卸資産の増

加額312,385千円等の減少要因があったためであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果減少した資金は、1,972,621千円（前年同四半期は減少した資金が165,032千円）となりました。こ

れは主にSBIグループとの資本・業務提携に伴うSBI損害保険株式会社の株式取得等により投資有価証券の取得に

よる支出を1,689,485千円を計上したほか、有形固定資産の取得による支出132,580千円、事業譲受による支出

185,000千円をそれぞれ計上したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果増加した資金は、2,067,107千円（前年同四半期は増加した資金が17,007千円）となりました。こ

れは主に自己株式の取得による支出190,756千円および配当金の支払額197,202千円等の減少要因があったものの、

SBIグループとの資本・業務提携に伴うSBIホールディングス株式会社を引受先とする転換社債の発行等により社

債の発行による収入1,500,000千円を計上したほか、長期及び短期借入金の増減が純額で1,018,354千円の増加要因

があっためであります。

　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

　

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 87,048,000

計 87,048,000

　

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成25年３月31日）

提出日現在
発行数（株）

（平成25年５月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 20,310,200 20,319,200
東京証券取引所

（マザーズ）
単元株式数 100株

計 20,310,200 20,319,200 － －

（注）　「提出日現在発行数」欄には、平成25年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年１月１日～
平成25年３月31日
（注）１

497,40020,310,20019,7081,519,70819,708 86,323

（注）１．新株予約権の行使による増加であります。

　　　２．平成25年４月１日から平成25年４月30日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が９千株、資本金

及び資本準備金がそれぞれ1,890千円増加しております。
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（６）【大株主の状況】

　 平成25年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

渡邊　久憲 東京都港区 4,979,000 24.51

青山　浩 東京都渋谷区 2,014,000 9.91

渡邊　通世 東京都目黒区 960,200 4.72

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６－１ 813,300 4.00

原田　達 東京都港区 462,000 2.27

大野　真一 東京都板橋区 400,000 1.96

株式会社ウェブクルー 東京都渋谷区道玄坂１丁目10番５号 390,112 1.92

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２－10 347,700 1.71

増田　幸太郎 横浜市港北区 252,000 1.24

志野　文哉 千葉県四街道市 224,600 1.10

計 － 10,842,912 53.38

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成25年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   390,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式19,919,000 199,190 －

単元未満株式 普通株式     1,100 － －

発行済株式総数          20,310,200－ －

総株主の議決権 － 199,190 －

　（注）「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式12株が含まれております。

　

②【自己株式等】

平成25年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

（自己保有株式）

　株式会社ウェブクルー

東京都渋谷区道玄坂１丁目

10番５号
390,100 － 390,100 1.92

計 － 390,100 － 390,100 1.92
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２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年１月１日から平成

25年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年10月１日から平成25年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人アリアによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,447,047 2,341,428

受取手形及び売掛金 1,738,443 2,388,496

商品 427,763 733,483

原材料及び貯蔵品 22,403 29,707

繰延税金資産 132,496 103,950

その他 669,559 567,690

貸倒引当金 △30,801 △36,385

流動資産合計 5,406,912 6,128,371

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 849,764 886,796

その他（純額） 561,305 597,907

有形固定資産合計 1,411,070 1,484,704

無形固定資産

のれん 688,411 744,866

その他 194,295 203,080

無形固定資産合計 882,706 947,946

投資その他の資産

投資有価証券 834,793 2,444,858

長期未収入金 529,854 535,407

破産更生債権等 15,686 31,797

繰延税金資産 111,825 129,078

その他 1,023,650 1,078,685

貸倒引当金 △549,488 △565,915

投資その他の資産合計 1,966,322 3,653,911

固定資産合計 4,260,098 6,086,563

資産合計 9,667,010 12,214,935
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 48,592 64,450

短期借入金 148,000 752,000

1年内返済予定の長期借入金 568,929 678,295

1年内償還予定の社債 106,000 106,000

未払金 1,084,671 1,329,490

未払法人税等 591,080 397,414

賞与引当金 155,582 141,253

解約調整引当金 57,681 46,114

その他 951,043 928,835

流動負債合計 3,711,580 4,443,854

固定負債

社債 298,000 1,745,000

長期借入金 1,059,136 1,364,393

役員退職慰労引当金 57,533 68,451

退職給付引当金 130,297 152,608

資産除去債務 124,835 132,614

繰延税金負債 9,287 34,379

その他 52,144 49,257

固定負債合計 1,731,235 3,546,704

負債合計 5,442,816 7,990,559

純資産の部

株主資本

資本金 2,200,225 1,519,708

資本剰余金 869,606 1,391,413

利益剰余金 982,537 1,297,637

自己株式 △56 △190,053

株主資本合計 4,052,313 4,018,706

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 8,467 61,298

為替換算調整勘定 △18,293 △17,050

その他の包括利益累計額合計 △9,826 44,247

新株予約権 168,008 136,576

少数株主持分 13,698 24,844

純資産合計 4,224,194 4,224,375

負債純資産合計 9,667,010 12,214,935
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成24年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成25年３月31日)

売上高 7,932,600 9,182,337

売上原価 1,118,589 1,601,598

売上総利益 6,814,011 7,580,738

販売費及び一般管理費 ※
 5,814,590

※
 6,825,229

営業利益 999,421 755,509

営業外収益

受取利息 4,323 2,949

為替差益 － 23,762

投資事業組合運用益 － 4,054

持分法による投資利益 3,168 －

その他 15,595 24,642

営業外収益合計 23,087 55,409

営業外費用

支払利息 19,167 23,344

投資有価証券売却損 21,864 440

投資事業組合運用損 895 －

その他 3,513 2,849

営業外費用合計 45,440 26,634

経常利益 977,068 784,284

特別利益

関係会社株式売却益 4,439 －

事業譲渡益 － 23,788

持分変動利益 27,522 －

負ののれん発生益 107,573 －

特別利益合計 139,535 23,788

特別損失

固定資産除売却損 3,675 10,552

貸倒引当金繰入額 － 29,595

貸倒損失 1,510 －

その他 2,833 －

特別損失合計 8,019 40,147

税金等調整前四半期純利益 1,108,584 767,924

法人税、住民税及び事業税 490,929 392,370

法人税等調整額 △18,478 11,890

法人税等合計 472,450 404,260

少数株主損益調整前四半期純利益 636,133 363,664

少数株主利益 2,672 1,496

四半期純利益 633,461 362,168
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成24年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成25年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 636,133 363,664

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 22,099 52,830

為替換算調整勘定 2,768 10,075

その他の包括利益合計 24,868 62,906

四半期包括利益 661,002 426,570

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 658,330 424,128

少数株主に係る四半期包括利益 2,672 2,441
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成24年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成25年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,108,584 767,924

減価償却費 137,959 156,721

負ののれん発生益 △107,573 －

のれん償却額 120,071 130,923

株式報酬費用 12,807 7,487

貸倒引当金の増減額（△は減少） 7,447 35,834

賞与引当金の増減額（△は減少） 41,576 △14,328

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,620 10,918

退職給付引当金の増減額（△は減少） 19,850 22,310

解約調整引当金の増減額（△は減少） △99 △11,567

受取利息及び受取配当金 △4,323 △2,949

支払利息 19,167 23,344

為替差損益（△は益） △2,638 △23,762

持分変動損益（△は益） △27,522 －

持分法による投資損益（△は益） △3,168 －

投資有価証券売却損益（△は益） 21,864 440

固定資産除却損 3,675 9,566

投資事業組合運用損益（△は益） △74 △4,054

関係会社株式売却損益（△は益） △4,439 －

事業譲渡損益（△は益） － △23,788

売上債権の増減額（△は増加） △300,254 △648,022

たな卸資産の増減額（△は増加） △190,227 △312,385

営業貸付金の増減額（△は増加） 2,223 3,109

仕入債務の増減額（△は減少） 11,440 15,547

未払金の増減額（△は減少） 228,361 236,339

前受収益の増減額（△は減少） 126,219 46,773

その他 50,820 △49,108

小計 1,274,370 377,272

利息及び配当金の受取額 2,670 2,911

利息の支払額 △19,489 △19,843

法人税等の支払額 △462,023 △591,258

営業活動によるキャッシュ・フロー 795,526 △230,918
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成24年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成25年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △220,880 △132,580

無形固定資産の取得による支出 △35,732 △43,607

子会社株式の売却による収入 4,320 －

子会社株式の取得による支出 △23,817 －

投資有価証券の取得による支出 － △1,689,485

投資有価証券の売却による収入 51,357 90,125

敷金及び保証金の差入による支出 △60,064 △77,042

敷金及び保証金の回収による収入 1,820 8,687

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

17,518 －

関係会社株式の売却による収入 1,800 －

事業譲渡による収入 － 36,422

事業譲受による支出 － △185,000

定期預金の払戻による収入 150,000 －

貸付けによる支出 △37,270 △7,943

貸付金の回収による収入 4,189 30,281

その他 △18,274 △2,477

投資活動によるキャッシュ・フロー △165,032 △1,972,621

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △176,832 603,731

長期借入れによる収入 687,500 735,000

長期借入金の返済による支出 △376,190 △320,377

社債の発行による収入 － 1,500,000

社債の償還による支出 △53,000 △53,000

ストックオプションの行使による収入 37,530 497

自己株式の取得による支出 △13,046 △190,756

配当金の支払額 △80,761 △197,202

その他 △8,192 △10,786

財務活動によるキャッシュ・フロー 17,007 2,067,107

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,946 10,507

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 650,448 △125,925

現金及び現金同等物の期首残高 1,606,098 2,447,047

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ 20,306

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,256,547

※
 2,341,428
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

(1）連結の範囲の重要な変更

　第１四半期連結会計期間より、BPOバンコク株式会社、グレートアジアパワー株式会社、株式会社ウェブクルータ

イランド及びアカウンティングポーター株式会社は重要性が増加したため、ネクストエナジー株式会社は新規設

立したため、連結の範囲に含めております。また、網洋信息諮詢（深?）有限公司は、重要性が低下したため、連結

の範囲から除外しております。

　

【会計方針の変更】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年10月１日以後に取得した

有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

　なお、これによる当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は

軽微であります。

 

【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年10月１日
至  平成24年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年10月１日
至  平成25年３月31日）

給料手当 1,660,102千円 1,809,336千円

賞与引当金繰入額 43,763 △14,328

広告宣伝費 1,299,825 1,972,639

役員退職慰労引当金繰入額 5,120 10,895

退職給付費用 21,461 24,085

貸倒引当金繰入額 7,290 6,298

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年10月１日
至  平成24年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年10月１日
至  平成25年３月31日）

現金及び預金 2,256,547千円 2,341,428千円

現金及び現金同等物 2,256,547 2,341,428
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年10月１日　至　平成24年３月31日）

１　配当に関する事項

(1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年12月22日

定時株主総会
普通株式 98,586 3,000平成23年９月30日平成23年12月26日資本剰余金

　

(2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発

生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月９日

取締役会
普通株式 99,049 10平成24年３月31日平成24年６月11日資本剰余金

（注）平成23年10月１日付で株式１株につき300株の株式分割を行っております。

　

２　株主資本の著しい変動に関する事項

自己株式の消却

当社は、平成23年12月１日に開催した取締役会において、会社法第178条の規定に基づき自己株式を消却す

ることを決議し、以下のとおり実施しました。

①　消却する株式の種類　　当社普通株式

②　消却する株式の数　　　7,517,900株

③　消却実施日　　　　　　平成23年12月20日

④　消却額の総額　　　　　3,153,106千円　　

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年10月１日　至　平成25年３月31日）

１　配当に関する事項

(1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年12月21日

定時株主総会
普通株式 198,126 10平成24年９月30日平成24年12月25日資本剰余金

（注）平成24年６月１日付で株式１株につき２株の株式分割を行っております。

　

(2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発

生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月10日

取締役会
普通株式 199,200 10平成25年３月31日平成25年６月10日資本剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年10月１日　至　平成24年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　　　

（単位：千円）

 

報告セグメント

保険サービス

事業

生活サービス

事業
車関連事業

メディアレッ

プ事業
フード事業　 不動産事業 住宅関連事業 計

売上高     　  　 　

外部顧客への売上高 5,016,6961,121,771773,538218,986545,01033,84122,6137,732,458

セグメント間の内部売上高

又は振替高　
－ 32,869 － 983,25312,348 2,221 15 1,030,708

計 5,016,6961,154,641773,5381,202,239557,35836,06322,6288,763,166

セグメント利益又は損失

(△)
1,205,121354,465114,3163,342 92,960△2,921△3,6001,763,684

　

 
その他

（注１）
合計

調整額

（注２）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注３）

売上高   　 　

外部顧客への売上高 200,1427,932,600 － 7,932,600

セグメント間の内部売上高

又は振替高　
48,4451,079,153△1,079,153 －

計 248,5879,011,754△1,079,1537,932,600

セグメント利益又は損失

(△)
△1,3281,762,356△762,934999,421

（注）１  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、Eコマース運営等を行う事業

を含んでいます。

２　調整額の金額は、セグメント間取引消去等の調整額であります。　

３　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（重要な負ののれん発生益）　

　当第２四半期連結累計期間において、各報告セグメントに配分していない負ののれん発生益107,573千円を

計上しております。これは、子会社株式を取得したことにより発生したものであります。　
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年10月１日　至　平成25年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　　　

（単位：千円）

 

報告セグメント

保険サービス

事業

生活サービス

事業
車関連事業

メディアレッ

プ事業
フード事業　 不動産事業 住宅関連事業 計

売上高     　  　 　

外部顧客への売上高 5,392,4271,189,4581,397,157331,325581,928 188 107,6139,000,098

セグメント間の内部売上高

又は振替高　
－ 54,230 － 927,76312,19918,342 95 1,012,631

計 5,392,4271,243,6881,397,1571,259,088594,12718,530107,70810,012,729

セグメント利益又は損失

(△)
1,032,937102,76195,25825,67272,762 △901 6,5181,335,008

　

 
その他

（注１）
合計

調整額

（注２）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注３）

売上高   　 　

外部顧客への売上高 182,2389,182,337 － 9,182,337

セグメント間の内部売上高

又は振替高　
39,6941,052,326△1,052,326 －

計 221,93310,234,663△1,052,3269,182,337

セグメント利益又は損失

(△)
△3,0241,331,984△576,475755,509

（注）１  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、Eコマース運営等を行う事業

を含んでいます。

２　調整額の金額は、セグメント間取引消去等の調整額であります。　

３　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（金融商品関係）

前連結会計年度（平成24年９月30日）

　
連結貸借対照表計上額

（千円）
時価（千円） 差額（千円）

(1）投資有価証券 　 　 　

その他有価証券 470,530 470,530 －

(2）社債 298,000 296,370 △1,629

（注）１．金融商品の時価の算定方法

 （1）投資有価証券

　　　これらの時価について、株式は取引所の価格によっています。

 （2）社債

　　　これらの時価は、元利金の合計額を、同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価値により算

定しております。

　

　　２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

区分 連結貸借対照表計上額（千円）

非上場株式 84,491

　これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、「(1）投資有

価証券（その他有価証券）」には含めておりません。

　

当第２四半期連結会計期間（平成25年３月31日）

　投資有価証券及び社債が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末日

に比べて著しい変動が認められます。

　
四半期連結貸借対照表

計上額（千円）
時価（千円） 差額（千円）

(1）投資有価証券 　 　 　

その他有価証券 537,342 537,342 －

(2）社債 1,745,000 1,733,520 △11,479

（注）１．金融商品の時価の算定方法

 （1）投資有価証券

　　　これらの時価について、株式は取引所の価格によっています。

 （2）社債

　　　これらの時価は、元利金の合計額を、同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価値により算

定しております。

　

　　２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

区分 四半期連結貸借対照表計上額（千円）

非上場株式 1,704,491

　これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、「(1）投資有

価証券（その他有価証券）」には含めておりません。
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（有価証券関係）

１．その他有価証券

　前連結会計年度（平成24年９月30日）

　 取得原価（千円）
連結貸借対照表計上額

（千円）　
差額（千円）

株式 417,275 430,736 13,460

（注）非上場株式（連結貸借対照表計上額84,491千円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困

難と認められることから、上記の「その他有価証券」には含めておりません。

　

　　　　当第２四半期連結会計期間末（平成25年３月31日）

　その他有価証券が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末日に比べ

て著しい変動が認められます。

　 取得原価（千円）
四半期連結貸借対照表

計上額（千円）　　
差額（千円）

株式 436,761 525,969 89,208

（注）非上場株式（連結貸借対照表計上額1,704,491千円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて

困難と認められることから、上記の「その他有価証券」には含めておりません。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成24年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年10月１日
至　平成25年３月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 32円11銭 18円20銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 633,461 362,168

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 633,461 362,168

普通株式の期中平均株式数（株） 19,729,849 19,900,948

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 29円93銭 15円89銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（千円） － 3,797

普通株式増加数（株） 1,437,805 3,135,499

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

（注）当社は、平成23年10月１日付で株式１株につき300株の株式分割を、平成24年６月１日付で株式１株につき

２株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり

四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。 
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２【その他】

　平成25年５月10日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議致しました。

(イ）中間配当による配当金の総額　　　　　　　　 199,200千円

(ロ）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　10円

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　平成25年６月10日

（注）平成25年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書　
　

平成25年５月10日
株式会社ウェブクルー
取締役会　御中

　

監査法人アリア
　

　
代表社員
業務執行社員

　 公認会計士 茂木　秀俊　　印

　

　 業務執行社員 　 公認会計士 古屋　尚樹　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ウェブ

クルーの平成２４年１０月１日から平成２５年９月３０日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成２５年

１月１日から平成２５年３月３１日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２４年１０月１日から平成２５年３月３

１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計

算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ウェブクルー及び連結子会社の平成２５年３月３１日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以上　

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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